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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 1,121 k㎡

人口 1,965,823人

公立中学校数 98 校

公立中学校生徒数 43,503人

部活動数
1,170 部活

（運動部940部、
文化部230部）

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

未策定

札幌市の中学校生徒数は、平成25年度の

45,149人から令和6年度には43,982人と、

約1,200人減少している。学校の部活動設置

状況についても、令和6年度は運動部が940部、

文化部が230部、合計で1,170部となっており、

平成25年度と比較して約40部減少している。

現状においては中学校生徒数および部活動

設置数ともに微減の状況であるが、昨今の出生

者数の状況を踏まえると、将来的には札幌市に

おいても大幅な中学校生徒数の減少が見込ま

れることから、少子化が進む中にあっても、将来

にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術

活動に親しむ機会を確保・充実するため部活動

改革を進めて行く。

また、新たな活動環境の整備に当たっては、学

校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発

展させつつ、子ども達のニーズに応じた多種多様

な体験機会の創出を目指す必要がある。
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令和6年９月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：バドミントン、HIP-HOPダンス

令和6年10月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：アーチェリー、テニス

令和6年11月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：スポーツクライミング、キンボール

スポーツ、ブレイキン

令和6年12月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：ブレイキン、ラクロス、ボクシング

令和7年1月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：ハンドボール

令和7年2月 Let'sやるスポ！中学生の実施

種目：アーチェリー、ボクシング、カーリング、

ラクロス

令和7年3月 第3回検討委員会の開催

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・部活動改革の主幹、学校との調整・連携、中学生の地域文化活動の環境整備

・有識者や地域の関係団体を交えた「部活動地域移行及び地域スポーツ・文化芸術活
動の機会確保に向けた検討委員会」の開催

◉首長部局

・スポーツ局・・・市内スポーツ関係団体との連絡・調整

Let'sやるスポ！中学生

札幌市教育委員会

委託

市立中学校生徒

一般財団法人 札幌市スポーツ協会

・市内全域を対象
・経験・スキル不問で誰でも参加可能
・一定の参加費用を徴収
・周知・募集は教育委員会が協力して実施

・運営体制の整備 ・保険加入
・地域クラブ活動の実施 ・連絡体制
・指導者謝金の支払い

学校との調整
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 98 校 実施した地域クラブ総数 1クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 0 クラブ（0 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 1クラブ

全体の指導者数 33 人 全体の運営スタッフ数 延べ37 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体種

別

種目
※新規のものは末尾に（新）

を付ける

実施期間
実施回数

実施時間
帯

参加者
（学年別）

活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費

Let'sやるス

ポ！中学生

一般財団法
人

バドミントン、HIP-
HOPダンス、アーチェ
リー、テニス、スポーツ
クライミング、キンボー
ルスポーツ、ブレイキン、
ラクロス、ボクシング、
ハンドボール、カーリン
グの計11種目
（スケートボード／
BMXについても実施
を予定していたが、荒
天のため中止）

2024年9月か
ら2025年2月
までの期間中、
各種目について
2回実施（計
22回）

1回あたり2
時間

1年生 115人
2年生 80人
3年生 21人
無回答 2人
合計 218人

市内スポーツ
施設

33 人 延べ37 人 1回500円
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

バドミントン、HIP-HOPダンス、アーチェ
リー、テニス、スポーツクライミング、キンボー
ルスポーツ、ブレイキン、ラクロス、ボクシン
グ、ハンドボール、カーリングの計11種目
（スケートボード／BMXについても実施を
予定していたが、荒天のため中止）

運営団体名 一般財団法人札幌市スポーツ協会

期間と日数
2024年9月から2025年2月までの期間
中、各種目について2回実施（計22
回）

指導者の主な属性 競技団体の指導者

活動場所 市内スポーツ施設

主な移動手段 公共交通機関、保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

１回あたり500円

１人あたりの保険料

事業全体で68,500円
（内訳）
参加者傷害保険 30,000円
指導者傷害保険 21,600円
主催者賠償責任保険 16,900円

●Let'sやるスポ！中学生活動概要

統括責任者

役割：活動における管理者として、学校、保護者との連携を行う

●指導者 各種目平均３名

役割：活動における主任者として、生徒への指導を行う

●運営補助者

役割：活動において、主任指導者の補助として、指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

Let'sやるスポ！中学生

札幌市教育委員会

委託

市立中学校生徒

一般財団法人 札幌市スポーツ協会

・市内全域を対象
・経験・スキル不問で誰でも参加可能
・一定の参加費用を徴収
・周知・募集は教育委員会が協力して実施

・運営体制の整備 ・保険加入
・地域クラブ活動の実施 ・連絡体制
・指導者謝金の支払い

学校との調整



6

取組内容

2.実証内容と成果

・面積が広く、中学校98校に4

万5千人弱の生徒が通う札

幌市において、部活動の地

域移行を進めるに当たっては、

一部地域だけでなく市内全

域を想定しながら、子どものた

めの多様かつ持続可能なス

ポーツ環境整備が必要となる。

・そのため、市民部局（スポー

ツ所管部局）を通じて、札

幌市におけるスポーツ競技団

体を総括するとともに、スポー

ツ施設、健康づくり施設の管

理運営と、各種スポーツイベ

ントを開催している一般財団

法人札幌市スポーツ協会との

連携のもと事業を推進した。

・札幌市スポーツ協会と連携しながら事業を推進す

ることで、HIP-HOPダンス、アーチェリー、スポーツク

ライミング、カーリング等、従来の学校部活動にはな

い種目も含む11種目の多種目体験型地域スポー

ツクラブを実施した。

・また、札幌市スポーツ協会が管理運営している市

内スポーツ施設を有効に活用することで、市内全域

から参加する中学生にとってアクセスのしやすい会場

で実施することができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

日程 実施時間 種目 参加者 会場

9/8（日） 14:00～16:00 バドミントン 24 中島体育センター

9/16（月祝） 14:00～16:00 バドミントン 8 中島体育センター

9/23（月祝） 9:30～11:30 HIP-HOP 4 北区体育館

9/28（土） 14:00～16:00 HIP-HOP 7 中島体育センター

10/5（土） 9:30～11:30 アーチェリー 26 北ガスアリーナ札幌46

10/12（土） 10:00～12:00 テニス 10 平岸庭球場

10/19（土） 10:00～12:00 スケートボード/BMX 荒天の
ため
中止

大和ハウス プレミストドーム

10/20（日） 10:00～12:00 スケートボード/BMX 大和ハウス プレミストドーム

10/27（日） 10:00～12:00 テニス 8 平岸庭球場

11/2（土） 9:00～11:00 スポーツクライミング 26 レインボークリフ

11/9（土） 14:00～16:00 キンボールスポーツ 2 中島体育センター

11/16（土） 9:00～11:00 スポーツクライミング 12 レインボークリフ

11/23（土祝） 14:00～16:00 キンボールスポーツ 4 中島体育センター

11/30（土） 9:30～11:30 ブレイキン 7 東区体育館

12/8（日） 9:30～11:30 ブレイキン 6 中島体育センター

12/14（土） 14:00～16:00 ラクロス 3 東区体育館

12/21（土） 9:30～11:30 ボクシング 10 北ガスアリーナ札幌46

1/11（土） 14:00～16:00 ハンドボール 8 東区体育館

1/18（土） 14:00～16:00 ハンドボール 8 中島体育センター

2/8（土） 9:30～11:30 アーチェリー 21 北ガスアリーナ札幌46

2/11（火祝） 9:30～11:30 ボクシング 7 北ガスアリーナ札幌46

2/15（土） 10:00～12:00 カーリング 4 カーリングスタジアム

2/16（日） 10:00～12:00 カーリング 11 カーリングスタジアム

2/22（土） 14:00～16:00 ラクロス 2 東区体育館

合計 218

【実施概要】

・本事業により市内の中学生のために多様なスポー

ツ体験の機会を提供することができたが、本事業へ

の参加をきっかけとして参加した種目を継続して続

けたいという生徒の受け皿の整備が課題。

・継続的な地域クラブ活動としていくためには、持続

可能な収支構造の構築に向けて受益者負担や他

の財源について検討が必要。
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項 目 時間 内 容

競技の説明、用具の説明 30分 ルールと装具のつけ方、矢の取り方について

ストレッチ 10分

構え方 20分 姿勢と構え方、照準の合わせ方

基礎練習 50分 近距離（５M）での実射練習

まとめ 10分

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実施日時
①令和6年9月23日(月祝) 9:30～11:30
②令和6年9月28日(土) 14:00～16:00

会場
①北区体育館 体育室
②中島体育センター 小体育室

指導員 2名

運営スタッフ 4名 参加人数 計11名

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆参加のうち4名（36.4％）はダ
ンス経験があったが、他の生徒は全
く違ったスポーツを行っていた。
◆女子生徒が9名（81.8％）と
圧倒的に多かった。
◆指導の内容、練習量、会場への
アクセスを含めた総合的な満足度は、
100.0％だった。

項 目 時間 内 容

ウオームアップ 10分

基礎練習 50分 曲を流して基本的な振付の練習

基礎練習 50分 フォーメーションの練習

①実施概要

HIP-HOP

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆ほぼ全員が初めて行う競技だったが、
またやってみたいという声が多く聞かれた。
◆運動があまり好きではない生徒からも、
これは楽しかったという声があった。
◆指導の内容、練習量、会場へのアク
セスを含めた総合的な満足度は、
94.7％だった。

①実施概要

アーチェリー

実施日時
①令和6年10月５日(土) 9:30～11:30
②令和7年2月8日(土) 9:30～11:30

会場 ①②北ガスアリーナ札幌46 アーチェリー室

指導員 札幌アーチェリー協会 4名

運営スタッフ 3名 参加人数 計47名
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項 目 時間 内 容

準備体操、競技の説明 10分 ウオームアップ、レベルによる班分け

基礎練習 70分 フォアハンド、バックハンド、ボレー、スマッシュの反復練習

ミニゲーム 30分 レベルごとにゲーム形式の練習

まとめ 10分

項 目 時間 内 容

装具の説明、
準備体操

10分 体験レクチャー、ハーネスの装着

アトラクション自
由体験

80分
「クライミングランドのぼのぼ」にて各アトラクショ
ンを体験

クライミング・ボル
ダリング体験

30分
「レインボークリフ」にて本格的なボルダリング、
ロープクライミングを体験

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実施日時
①令和6年10月12日(土) 10:00～12:00
②令和6年10月27日(日) 10:00～12:00

会場 ①②平岸庭球場

指導員 札幌テニス協会 3名

運営スタッフ 3名 参加人数 計18名

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆テニスの経験者が12名（67％）と、
未経験者よりも多かった。
◆普段の部活とは違うコーチに習うこと
ができて、いい練習になったという回答
があった。
◆指導の内容、練習量、会場へのア
クセスを含めた総合的な満足度は、
96.7％だった。

①実施概要

テニス

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆この種目の経験者は4名（11％）
で、圧倒的に未経験者が多かった。
◆男女比はほぼ半々で、市内全区か
ら参加があった。
◆指導の内容、練習量、会場へのアク
セスを含めた総合的な満足度は、
96.8％だった。

①実施概要

スポーツクライミング

実施日時
①令和6年11月2日(土) 9:00～11:00
②令和6年11月16日(土) 9:00～11:00

会場 ①②レインボークリフ

指導員 5名

運営スタッフ 3名 参加人数 計38名
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項 目 時間 内 容

準備体操、競技の説明 10分

パス、ボール拾い練習 20分 クロスの取扱いに慣れる

基礎練習 50分 パス、シュートの練習を反復して行う

ミニゲーム 40分 ゲーム形式の練習

実施日時
①令和6年12月14日(土) 14:00～16:00
②令和7年2月22日(土) 14:00～16:00

会場
①東区体育館 競技室B
②東区体育館 体育室

指導員
日本ラクロス協会1名
（補助）小樽商大ラクロス部、北大ラクロス部

運営スタッフ 3名 参加人数 計5名

項 目 時間 内 容

ウオームアップ 10分

基礎練習 50分 基本のトップロックとフットワーク

基礎練習 50分 フリーズ（チェアー）の練習

競技の説明、まとめ 10分

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実施日時
①令和6年11月30日(土) 9:30～11:30
②令和6年12月８日(日) ９:30～11:30

会場
①東区体育館 体育室
②中島体育センター 体育室

指導員 1名

運営スタッフ 3名 参加人数 計13名

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆全員が初めてする種目で、経験者
はいなかった。
◆またやってみたい、家でも練習したい
という声が多く聞かれた。
◆指導の内容、練習量、会場へのア
クセスを含めた総合的な満足度は、
100.0％だった。

①実施概要

ブレイキン

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆未経験者がほとんどだった。
◆楽しかった、またやってみたいという声
が多く聞かれた。
◆指導の内容、練習量、会場へのアク
セスを含めた総合的な満足度は、
100％だった。

①実施概要

ラクロス



10

項 目 時間 内 容

準備体操、競技の説明 10分

パス練習 20分 １対１、円陣

基礎練習 30分
ボールを使ったフットワーク、シュート練習、
ブロック練習

ミニゲーム 60分 ゲーム形式の練習

実施日時
①令和7年1月11日(土) 14:00～16:00
②令和7年1月18日(土) 14:00～16:00

会場
①東区体育館 体育室
②中島体育センター 体育室

指導員 札幌ハンドボール協会2名

運営スタッフ 4名 参加人数 計16名

項 目 時間 内 容

準備体操、競技の説明 30分 ストレッチ、縄跳び

姿勢の練習 30分 構え方、パンチの出し方を鏡の前で練習

サンドバッグ 20分 グローブをつけてサンドバッグで実戦練習

スパーリング 30分 リング上で順番にスパーリングを体験

まとめ 10分

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実施日時
①令和6年12月21日(土) 9:30～11:30
②令和7年2月11日(火祝) ９:30～11:30

会場 ①②北ガスアリーナ札幌４６ ボクシング室

指導員 札幌ボクシング協会5名

運営スタッフ 3名 参加人数 計17名

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆男子生徒が15名（88.2％）と圧倒的
に多かった。
◆キックボクシングの経験者が8名
（47.1％）おり、別の練習場所を求めて
参加していた。
◆指導の内容、練習量、会場へのアクセス
を含めた総合的な満足度は、98.5％だった。

①実施概要

ボクシング

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆大半が未経験者だったが、2名
（12.5％）は部活でやっており、別の
練習場所を求めて参加していた。
◆男女比は約半々だった。
◆指導の内容、練習量、会場へのアク
セスを含めた総合的な満足度は、
96.3％だった。

①実施概要

ハンドボール
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項 目 時間 内 容

ガイダンス 10分 講師紹介、競技の説明、防具の装着、ストレッチ

基礎練習 30分 ストーンを持たずに投球フォームの練習

基礎練習 30分 実際にストーンを使って投球練習、スイープ練習

ミニゲーム 50分 ゲーム形式の練習

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

実施日時
①令和7年2月15日(土) 10:00～12:00
②令和7年2月16日(日) 10:00～12:00

会場 ①②どうぎんカーリングスタジアム

指導員 札幌カーリング協会 4名

運営スタッフ 3名 参加人数 計15名

②カリキュラム

③アンケート結果の概要

◆経験者は8名（53.3％）、未経験
者は7名（46.7％）と、約半々だった。
◆楽しかった、またやってみたいという声
が多く聞かれた。
◆指導の内容、練習量、会場へのアク
セスを含めた総合的な満足度は、
100％だった。

①実施概要

カーリング

【参考】種目別参加者数（単位:人）

学
年

性
別

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

H
IP

-H
O

P

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ

キ
ン
ボ
ー
ル

ブ
レ
イ
キ
ン

ラ
ク
ロ
ス

ボ
ク
シ
ン
グ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

カ
ー
リ
ン
グ

合

計

１
年

女
性

5 4 11 2 6 4 3 4 39

男
性

9 2 17 9 10 4 2 4 5 8 6 76

２
年

女
性

11 2 9 3 7 4 1 4 4 45

男
性

6 5 4 7 1 1 1 8 1 1 35

３
年

女
性

3 2 3 1 1 10

男
性

1 2 4 1 1 2 11

無
回
答

1 1 2

合

計
32 11 47 18 38 6 13 5 17 16 15 218

出典:参加者を対象とした事後アンケート結果
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○市内のスポーツ競技団体を総括する札幌市スポーツ協会と連携することで、

昨年度に小学生を対象として実施した「中学生になったらやってみたいと思う

スポーツ活動について（複数回答可）」のアンケート結果等を踏まえつつ、市

内の各スポーツ競技団体を活用しながら従来の学校部活動にはない種目も

含めて多様なスポーツに気軽に触れることができる地域スポーツクラブ活動の

実証事業として企画することができた。

○参加者を対象とした事後アンケートでは、参加者の7割が未経験の種目に参

加しており、また、参加の動機として、参加者の3割が「普段と違うスポーツを

やってみたい」「やる機会がなかったから」と回答している。また、アンケート結果

からは、参加をきっかけとして参加者の大半が参加種目への興味関心を抱い

たことも確認できる。結果として、本事業の実施により、１つの競技種目等だ

けに専念するのでなく複数の競技種目等に取り組むマルチスポーツや、レクリ

エーション的な活動等の子どもたちのニーズに応じた多種多様な体験機会を

創出することができた。

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

参加した種目の経験（単位:人）
バ
ド
ミ
ン

ト
ン

H
IP

-H
O

P

ア
ー
チ
ェ

リ
ー

テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ

ン
グ

キ
ン
ボ
ー

ル

ブ
レ
イ
キ

ン

ラ
ク
ロ
ス

ボ
ク
シ
ン

グ
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル

カ
ー
リ
ン

グ
合

計

初めて 13 7 44 6 32 6 12 4 11 11 7 153

経験有（部活動） 15 2 2 19

経験有（部活動以
外）

4 4 2 10 4 1 6 3 8 42

無回答 1 2 1 4

合 計 32 11 47 18 38 6 13 5 17 16 15 218

今後もこの競技・種目に興味関心がある （単位:人）

14

11

16

5

12

4

31

14

30

11

28

1

4

1

1

2

5

4

13

4

1

1

3

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーリング

ハンドボール

ボクシング

ラクロス

ブレイキン

キンボール

スポーツクライミング

テニス

アーチェリー

HIP-HOP

バドミントン

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

出典:参加者を対象とした事後アンケート結果

種 目 楽しそう
上手くなりた

い

他の人から指
導を受けてみ

たい
練習したい

友人に誘わ
れた

普段と違うス
ポーツをやって

みたい

やる機会がな
かったから

なんとなく

バドミントン 16 18 7 17 5 4 4 6

HIP-HOP 10 7 3 7 1 5 2 1

アーチェリー 36 1 2 3 2 19 17 11

テニス 14 4 2 8 1 3 5 3

スポーツクライミング 34 7 4 3 1 11 14 8

キンボール 4 0 0 0 0 3 0 2

ブレイキン 10 12 3 9 0 5 9 0

ラクロス 4 0 0 0 0 2 1 0

ボクシング 6 7 4 7 3 6 3 0

ハンドボール 10 0 1 2 1 3 6 5

カーリング 9 7 6 4 0 3 2 2

合 計 153 63 32 60 14 64 63 38

参加しようと思ったきっかけ（複数回答可）（単位:人）

アンケート結果からは「今後やってみたい
競技・種目」として、今回の事業では取り
上げなかった種目が多く挙げられており、
多種多様なスポーツ体験機会の創出とい
う観点からは更なる取組が必要であるとと
もに、本事業への参加をきっかけとして参

加した種目を継続して続けたいという生徒
の受け皿の整備が課題。

・卓球
・ボッチャ
・フットボール
・フロアボール
・弓道
・剣道
・フェンシング

・インラインスケート
・自転車
・スキー
・ウィンタースポーツ
・eスポーツ
・野球

今後やってみたい競技・種目などについて
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○アンケート結果からは会場へのアクセスについて大半が「アクセスし

やすかった」と回答しており、市内のスポーツ施設を管理運営する

団体と連携することで、市内のスポーツ施設を有効に活用するこ

とができ、参加者、運営者双方にメリットのある形で実施すること

ができた。

取組の成果

会場へアクセスしやすかった（単位:人）

22

12

10

30

36

13

2

12

3

5

26

20

7

2

3

3

6

3

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レインボークリフ

どうぎんカーリングスタジアム

平岸庭球場

北ガスアリーナ札幌46

中島体育センター

東区体育館

北区体育館

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

出典:参加者を対象とした事後アンケート結果

○計画時は学校施設を有効に活用しながら事業を実施していく想

定だったが、運営を委託した札幌市スポーツ協会が管理する市

内のスポーツ施設を活用することにより、結果として学校施設を

使用する必要はなくなった。

○今回は学校施設を活用する必要はなかったが、今後地域スポーツクラブ活動を幅広く展開していくにあたっては、市内のスポーツ施設だけでは不足す

ることから、学校施設を有効に活用していく必要がある。

○学校施設の有効活用に向けては、学校の施設等を使用して地域スポーツクラブ活動を実施する際の利用ルール（施設・設備・備品等の利用範

囲や破損・紛失した場合の対応、施設の開閉手段・方法を含む）や、地域スポーツクラブ活動のために学校施設を使用する場合の優先利用や

使用料減免等の仕組みについて検討が必要。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

今回の実証事業の成果・課題の検証を踏まえながら、、生徒の個性・得意分野等の

尊重、学校等の垣根を越えた仲間とのつながり創出、地域の様々な人や幅広い世代と

の豊かな交流等、生徒のニーズに応じた多種多様な体験の場の整備に向けて、地域ク

ラブ活動を担う運営団体・実施主体の体制整備、受益者負担と公的負担とのバランス

等の費用負担の在り方等に加えて、企業版ふるさと納税やガバメントクラウドファンディン

グをはじめとした寄附等の活用等、新たな財源の確保についても検討を進めて行く必要

がある。

●今後に向けて

市内のスポーツ競技団体の総括や市内のスポーツ施設

の管理運営を行う札幌市スポーツ協会と連携することに

より、市内の子どものニーズを踏まえつつ、各スポーツ競

技団体を活用し、従来の学校部活動にはない種目も

含めた多様なスポーツに気軽に触れることができる地域

スポーツクラブ活動の実証事業を企画・実施するとともに、

市内のスポーツ施設を有効に活用することができた。

さらに、これらの実証事業を札幌市のスポーツ振興を担

う札幌市スポーツ協会と協力しながら実施することで、

今後の多様な地域スポーツクラブ活動の設置促進に向

けて、成果や課題、地域の関係団体等との連携を強

化し、地域全体で生徒の成長を支える仕組みを構築

することの必要性について共有するとともに、収支構造

等についても検証することができた。

参加者の7割が未経験の種目に参加しており、また、参加の動機として、参加者の3

割が「普段と違うスポーツをやってみたい」「やる機会がなかったから」と回答していること

から、生徒に新しい活動機会を提供し、従来の学校部活動にはない選択肢を広げた

点が評価できる。

さらに、札幌市スポーツ協会を通じて、市内の各競技団体と連携した形で事業を実施

することで、地域全体で生徒の成長を支える仕組みの構築に向けた成果・課題を洗

い出すことができた点も重要である。収支構造の検証を通じて、今後の地域クラブ活

動の設置促進に向けた具体的な課題や解決策を見出すことができた。

総じて、これらの取組は生徒の多様なニーズに応えるとともに、持続可能な地域クラブ

活動の環境整備に向けて貢献したと評価できる。
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

①種目別参加者数（再掲） （単位:人）

②カリキュラム

◆全種目２回ずつ開催したところ、複数回参加した37名のうち
29名は同一種目を２回参加している。

学年 性別 バドミントン HIP-HOP アーチェリー テニス
スポーツクラ
イミング

キンボール ブレイキン ラクロス ボクシング
ハンドボー

ル
カーリング 合 計

1年
女性 5 4 11 2 6 4 3 4 39

男性 9 2 17 9 10 4 2 4 5 8 6 76

2年
女性 11 2 9 3 7 4 1 4 4 45

男性 6 5 4 7 1 1 1 8 1 1 35

3年
女性 3 2 3 1 1 10

男性 1 2 4 1 1 2 11

無回答 1 1 2

合 計 32 11 47 18 38 6 13 5 17 16 15 218

②参加した種目の経験（再掲） （単位:人）

15回 4回 3回 2回 1回 合 計

1 5 3 28 118 155

③一人当たりの参加回数 （単位:人）

バドミントン HIP-HOP アーチェリー テニス
スポーツクラ
イミング

キンボール ブレイキン ラクロス ボクシング
ハンドボー

ル
カーリング 合 計

初めて 13 7 44 6 32 6 12 4 11 11 7 153

経験有（部活動） 15 2 2 19

経験有（部活動以外） 4 4 2 10 4 1 6 3 8 42

無回答 1 2 1 4

合 計 32 11 47 18 38 6 13 5 17 16 15 218
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

④何人で参加しましたか （単位:人）

参加種目 1人 2人 3人 無回答 合 計

バドミントン 21 8 3 32

HIP-HOP 8 2 1 11

アーチェリー 39 6 2 47

テニス 17 1 18

スポーツクライミング 33 3 2 38

キンボール 6 6

ブレイキン 13 13

ラクロス 5 5

ボクシング 13 4 17

ハンドボール 12 4 16

カーリング 12 3 15

合 計 179 28 6 5 218

参加種目
同じ学校
の友人

同じ部活
の友人

違う学校
の友人

兄弟姉妹

バドミントン 3 6 2

HIP-HOP 2

アーチェリー 3 1 2

テニス 1

スポーツクライミング 2

キンボール 1

ブレイキン

ラクロス

ボクシング 1 4

ハンドボール 2 1

カーリング 3

合 計 12 9 10 3

⑤複数名で参加した場合の関係 （単位:人）

1人, 179, 

82%

2

人,28,13％

3人,6,3％
無回

答,5,2％

1人

2人

3人

無回答

◆友達と参加する中学生が予想以上に少なく、友達を誘って参
加というよりは、個人で興味のある種目に申込していることが考えら
れる。
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

◆普段、スポーツ活動を行っていない生徒の参加が86名（39％）あった。
◆普段、スポーツ活動を行っている中でも、複数の活動を行ってる生徒は25名（11％）いた。
その中でも、同一種目を複数の場所で活動している生徒よりも、違う種目の活動をしている生徒の方が多かった。

⑥普段行っているスポーツ活動の活動場所 （単位:人）

参加種目 なし 部活動 習い事 クラブチーム 部活動・習い事
部活動・
クラブチーム

クラブチーム・
習い事

合 計

バドミントン 10 9 3 1 6 2 1 32

HIP-HOP 2 3 2 4 11

アーチェリー 28 13 3 2 1 47

テニス 4 6 5 3 18

スポーツクライミング 22 7 5 2 1 1 38

キンボール 5 1 6

ブレイキン 2 3 6 1 1 13

ラクロス 3 1 1 5

ボクシング 3 2 6 5 1 17

ハンドボール 3 13 16

カーリング 6 3 4 1 1 15

合 計 86 59 35 13 17 6 2 218
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

種 目 楽しそう 上手くなりたい
他の人から指導を
受けてみたい

練習したい 友人に誘われた
普段と違うスポーツ
をやってみたい

やる機会がなかっ
たから

なんとなく

バドミントン 16 18 7 17 5 4 4 6

HIP-HOP 10 7 3 7 1 5 2 1

アーチェリー 36 1 2 3 2 19 17 11

テニス 14 4 2 8 1 3 5 3

スポーツクライミング 34 7 4 3 1 11 14 8

キンボール 4 0 0 0 0 3 0 2

ブレイキン 10 12 3 9 0 5 9 0

ラクロス 4 0 0 0 0 2 1 0

ボクシング 6 7 4 7 3 6 3 0

ハンドボール 10 0 1 2 1 3 6 5

カーリング 9 7 6 4 0 3 2 2

合 計 153 63 32 60 14 64 63 38

⑦参加しようと思ったきっかけ（複数回答可）（再掲） （単位:人）

◆上手くなりたい、練習したいと思っている参加者が３割近くおり、経験者にとっては部活や習い事などの練習では物足りないと感じているのではないか。
◆他の人から指導を受けてみたいと思っている参加者もおり、環境を変えて練習をしたいなどの向上心を持っていた参加者に、いい機会を提供できたと考える。
◆普段体験できない種目が多く、興味はあるが活動場所がわからない参加者には、講師からも活動場所の情報を提供していただき、興味を持った種目への参加きっかけ
の提供の場になった。
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

種 目 高い 少し高い ちょうどよい 安い わからない・無回答 合 計

バドミントン 6 5 21 32

HIP-HOP 4 4 3 11

アーチェリー 1 1 25 13 7 47

テニス 13 4 1 18

スポーツクライミング 1 16 20 1 38

キンボール 1 4 1 6

ブレイキン 5 7 1 13

ラクロス 1 3 1 5

ボクシング 3 7 7 17

ハンドボール 9 4 3 16

カーリング 9 4 2 15

合 計 3 1 91 75 48 218

⑧参加費について（1回につき500円） （単位:人）

◆アンケート結果からも参加料として500円の
徴収は妥当だったと考えるが、地域スポーツクラ
ブ活動として継続的に実施する場合には、検討
が必要。

⑨今後やってみたい競技・種目などについて

・卓球
・ボッチャ
・フットボール
・フロアボール
・弓道
・剣道
・フェンシング

・インラインスケート
・自転車
・スキー
・ウィンタースポーツ
・eスポーツ
・野球
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

14

14

16

5

12

6

37

17

38

11

25

1

2

1

1

1

8

7

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーリング

ハンドボール

ボクシング

ラクロス

ブレイキン

キンボール

スポーツクライミング

テニス

アーチェリー

HIP-HOP

バドミントン

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

⑩体験会の内容について

ア 楽しかった （単位:人） イ 指導内容に満足している （単位:人）

14

13

17

5

13

6

33

14

28

11

23

1

3

3

4

17

8

1

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーリング

ハンドボール

ボクシング

ラクロス

ブレイキン

キンボール

スポーツクライミング

テニス

アーチェリー

HIP-HOP

バドミントン

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

ウ 練習量に満足している （単位:人） エ 今後もこの競技・種目に興味関心がある（再掲）（単位:人）

13

13

13

5

12

6

28

13

20

11

21

2

3

4

1

8

5

22

7

1

4

3 1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーリング

ハンドボール

ボクシング

ラクロス

ブレイキン

キンボール

スポーツクライミング

テニス

アーチェリー

HIP-HOP

バドミントン

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

14

11

16

5

12

4

31

14

30

11

28

1

4

1

1

2

5

4

13

4

1

1

3

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カーリング

ハンドボール

ボクシング

ラクロス

ブレイキン

キンボール

スポーツクライミング

テニス

アーチェリー

HIP-HOP

バドミントン

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
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アンケート結果・参加者の声（n=218）

2.実証内容と成果②

【会場ごとの実施種目】
北区体育館・・・HIP-HOP
東区体育館・・・ブレイキン、ラクロス、ハンドボール
中島体育センター・・・バドミントン、HIP-HOP、

キンボール、ブレイキン、ハンドボール
北ガスアリーナ札幌46・・・アーチェリー、ボクシング
平岸庭球場・・・テニス
どうぎんカーリングスタジアム・・・カーリング
レインボークリフ・・・クライミング

◆会場へのアクセス方法は公共交通機関を利用して来場
することを予想して、できるだけ駅から近い会場での実施を
計画したが、保護者の送迎で来場する参加者が想像以上
に多かった。

オ 会場へアクセスしやすかった（再掲） （単位:人）

22

12

10

30

36

13

2

12

3

5

26

20

7

2

3

3

6

3

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レインボークリフ

どうぎんカーリングスタジアム

平岸庭球場

北ガスアリーナ札幌46

中島体育センター

東区体育館

北区体育館

とてもそう思う まあまあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
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2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

○事業の周知に当たっては、事業開始前に教育委員会を通じて市立中学

生全員に参加者募集のチラシを配布するとともに、多種目体験型の趣旨

に鑑み、実施期間中に、各種目の簡単な説明等を添えた周知チラシを

計3回繰り返し配布することで、積極的な周知と参加者募集に努めた。

広報資料
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、市教委、市長部局、民間事業者

●経過

令和5年度から地域の有識者やスポーツ・文化芸術団体関係者等を交えた部活動地域移行及び地域スポーツ・文化芸術活動の機会確保に向けた検討委員会を

設置し、札幌市における部活動の地域移行及び持続可能で多様なスポーツ・文化芸術活動の機会確保に向け、外部有識者から意見を聴取。また、検討委員会

の開催に向けて、令和5年7月に、市立小学校、中学校等の児童、生徒、保護者及び教育職員を対象として部活動の地域移行に関するアンケート調査を実施。

本アンケートのうち、小学生を対象とした「中学生になったらやってみたいスポーツ活動について」の回答結果でニーズの高かった種目を中心とした多種目体験型の地域

スポーツ活動について実証事業として実施に向けた検討を進めた。

●実施内容、工夫した点 等

市内のスポーツ競技団体の総括やスポーツ施設の管理運営を担う札幌市スポーツ協会と連携することで、市内のスポーツ関係団体やスポーツ施設を有効に活用しな

がら事業を実施することができた。

●実施にあたって生じた課題

市内全域を対象としていたことから、参加者の募集に当たって、市立中学生全員に周知する必要があったが、現時点ではチラシを配布する以外に効果的な周知方法

がないことから、複数回にわたって大量のチラシを学校に送付する必要があり、運営者、学校双方にとって負担が生じてしまったことから、効果的・効率的な周知方法に

ついて検討が必要。

●今後の展開（予定）

今年度の取組における成果・課題を踏まえ、令和7年度においても市内の中学生を対象とした新たな地域クラブ活動の実証事業を実施する予定。

令和５年

検討委員会設置
関係団体との調
整

令和６年 令和７年

生徒、保護者、
教職員向けアン
ケートの実施

ニーズを踏まえ
た実証事業の
企画

実証事業の継続
実施（予定）

実証事業の実施
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や地図など
※時系列がわかるもの

※イメージ図

2022年度（R4） 2023年度（R5） 2025年度（R6） 20276年度（R7）

部活動指導員等の外部専門人材の活用

検討委員会の開催

実証事業
（休日部活動の
民間委託）

実証事業
（新たな地域スポーツ
クラブ活動の整備）

実証事業
（新たな地域クラブ活

動の整備）

国
や
他
都
市
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
札
幌
市
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
の

方
向
性
を
検
討

関係団体との環境
整備に向けた調整

実証事業
（新たな地域クラブ活

動の整備）
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